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２ ０２ ２年度  特定非 営利 活動法人 浦和 スポー ツク ラブ通 常 総 会  議 事録  

 

 

１  日時   令和 ４年６月４ 日 (土 ) １６時００分～１ ８時１０ 分  

 

２  場所   クラ ブハウス  

 

３  出席  

正会員   １０名  

出  席    ８名 （小野崎研 郎 、梶谷千恵子、小 川貴、 片倉 藍 、  

清水恵二、遠山茂 、金木貴子 、 内村久子）  

委任状    ２名 （木村曜子 、 舟山勝明）  

正会員以外  ６名 （小野崎さ お り、大倉英樹、望 月こず江、  

飯高一郎、横川孝 一、仲原尚 美 ）  

 

４  挨拶  

会長欠席のため、 小野崎研郎 理 事長 より挨拶をい ただ いた。  

   

５  議長選出  

定款第２８条によ り、 出席し た 正会員の中から議 長を選出し 、 小野

崎研郎理事長が選 出された。  

 

６  議事録署名人 選出  

  定款第３２条 ２項に基づ き 、出席者の中から 梶谷千恵子 氏 、金木貴

子氏の２名を議事 録署名人と し て 選出した。  

 

７  議  事  

  第一号議案  ２０２１年 度 事業報告  

  第二号議案  ２０２１年 度 決算報告及び監査 報告  

  第三号議案  ２０２２年 度 事業計画 (案 ) 

  第四号議案  ２０２２年 度 予算 案 (案 ) 

  第五号議案  役員の補充 と 運営体制 について  

  

８  議事の経過概 要及び議決 結 果  

議事の開始に先立 ち、定足数 の 確認を行った。  

正会員数１０名の うち、 過半 数 以上となる １０名 の参加 (出席８ 名、

委任状出席２名 )を得て いること から 、総会が成立 することを 確 認し

た。  

 

 

 



2 

第一号議案  ２０ ２１年度事 業 報告  

資料に基づき、小 野崎理事長 よ り 2021 年度の概要報告がなされ た。  

また、出席者によ り担当して い るプログラムにつ いて報告が な された。  

総論として 2021 年度の特徴的な できごと を小野崎 理事長 より 報 告がなさ

れた。  

・総括表に基づき 、クラブ事 業 ならびに関連事業 への参加等 に つい

て、月を追って説 明がなされ た 。昨年度 もコロナ の影響でイ ベ ント

等中止になったも のもあった が 、少しずつ戻って きたものも あ っ

た。理事会も毎月 行ってニュ ー スも毎月発行した 。  

・会員数について 、 コロナの 影 響で昨年一昨年と 大きく落ち 込 んでい

て、戻っていない のでこれを 何 とかしないといけ ない。  

・事業計画と成果 について、 新 しいことができな かった。  

・プログラムにつ いては徐々 に 戻ってきていた。  

・会員確保の取り 組みも皆さ ん にご協力をいただ いたが 、あ ま り成果

が見られなかった 。  

・事務局とスタジ オの家賃は 昨 年１０月から今年 ９月までの １ 年 間３

割引としていただ いた。  

・耐震工事の関係 で３月から 浦 高体育館が使えな くなってし ま い、星

空スポーツ広場が できなくな っ てしまったのが大 きい。  

・本太中チャレン ジクラブは 、 サッカーとバドミ ントンを実 施 した。  

・部活動支援の地 域会議は少 し でき 、 SC-STERN との連携も４月から始

まった。  

・パラスポーツは 、車椅子バ ス ケットボールはで きたが、ブ ラ インド

サッカーはできな かった。  

・駒場体育館の自 主事業につ い ては、テニスはす っかり定着 し た。  

・彩の国 SC ネットワー ク事務局 もどうにかできて いる。  

・卓球について浦 高体育館が 使 えなかったため活 動できてい な い。  

 

【各プログラム担 当から 】  

１  チャレンジク ラブについ て （飯高氏、横川氏 ）  

  バドミントン は、１０数 名 のやる気のある生 徒が参加し て 、確実に

成果を上げている 。個人競技 の ため もう少しコー チを増やし て ほし

い。個々の能力は 向上し上手 に なっている。  

 サッカーは、成 田コーチ、 小 田コーチの両氏は 顧問が変わ っ て指導

方針が変わったた めやりづら か った。  

２  サッカーにつ いて（遠山 氏 、大倉氏、望月氏 ）  

  スーパーシニ アは、６０ 歳 以上の会員が４１ 名おり、ス ト レッチ 、  

ウォーミングアッ プ、基礎技 術 、ゲームを楽しん でいる。け が をしな

いように、人工芝 のグラウン ド を確保したい。  

 生涯は、浦和高 校のグラウ ン ドで毎週土曜日に 活動をして い る。ぜ

ひ人工芝化にして いただきた い 。  
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 ガールズサッカ ーは、毎週 木 曜日に駒場競技場 、本太小学 校 で活動

しているが小学生 の集まりが 悪 く会員が少なく苦 労している 。 土曜日

の星空では中学生 が集まり始 め ている。  

３  テニスについ て（梶谷氏 、 内村氏）  

  大人のテニス は、 アット ホ ーム な雰囲気で行 われており 、 さいたま

市テニス協会のエ ンジョイク ラ スにも参加してい る会員さん が 増えて

きた。  

  子どものテニ スは、学年 が 変わると人数が変 わってしま う ので、新

規会員確保が難し い。  

４  フィットネス について（ 金 木氏 、片倉氏）  

  シニアヨガの クラスは、 １ ０年以上経過し高 齢になって き ている。  

  のびのびスポ ーツ広場は 、 人数が増え たため 小学生クラ ス を 二分割

している。コロナ 感染予防対 策 のマスクは、 苦し いときは熱 中 症予防

のため外すように 指導してい る 。  

５  ３０周年事業 について  

  記念誌が昨年 度完成しな か ったため、今年は 完成させる 。  

 

  

第二号議案  ２０ ２１年度決 算 報告及び監査報告  

 資料に基づき、 小野崎理事 長 より報告がなされ た 。  

 

・収入総額は 約 2,366 万円となりました。予算で は約 2,219 万円を見

込んでいましたの で 150 万ほど 多くなりました。 昨年度より 約 3 00

万円の減収です。  

・予算で見込んで いなかった 事 業復活支援金 100 万円を受給 し た。  

・会費等の収入は 約 2,153 万円となり、予算 の 2,158 万円とほぼ同じ

になりました。会 費収入だけ を みると前年度 1,721 万円から 432 万

円増加しています 。  

・今年度はスポー ツ庁事業を 受 託せず自主的に継 続しました が 、まん

延防止などにより 十分な活動 は できませんでした 。  

・支出は、 2,362 万円で、予算の 2,495 万円よりも約 133 万円少なくな

りましたが、これ は予算立案 時 には見込んでいな かった家賃 の 一時

的な値下げやまん 延防止措置 に よる活動の自粛に よるもので す 。  

・以上の結果、単 年度の経常 収 支で約 3 万円の黒 字となりま し た。予

算では 276 万の赤字としてい た ので、マイナス幅 は大幅に縮 小 され

ました。  

・説明後、監査報 告が書面に よ りなされた。  

 

 

以上の提案・説明 後、第 一号 議 案・第 二号議案に ついて、出 席 者全員

の賛成により承認 を得た。  
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第三号議案  ２０ ２２年度事 業 計画  

資料に基づき、小 野崎理事長 よ り年間事業計画に ついて提案 ・ 説明が

なされた。  

 

 ・今年は会議・ 行事等 が例 年 とあまり変わり な いが、イベ ン トを復活

させようと、８月 ２８日（み ん なのスポーツ・健 康フェア） １ ０月

２３日（バドミン トン・テニ ス ミニ大会）１月１ ５日（みん な のス

ポーツ・健康フェ ア） を実施 予 定である。  

・６月中旬より、 スポーツ庁 の 事業 （誰もが気軽 にスポーツ に 親しめ

る場づくり総合推 進事業） を 受 託する予定である 。   

・浦和駒場体育館 の指定管理 が 今年度いっぱいで 、８月に次 年 度以降

の選定があるので それに向け て 準備する 。  

・見沼のグラウン ド整備の話 が 復活してきた 。  

（会員確保のため の活動 ）  

・ＰＲチラシの配布 予算がスポ ー ツ庁事業により取 れ、毎月 10000 部ポ

スティングできる 。クラブの 宣 伝も入れて会員確 保につなげ た い。  

・ホームページを スマホでも 快 適に閲覧できるよ うに変えて い く。  

・全てのプログラム において会 員 を増やすために広 報活動と体 験 会等

の開催に、これま で以上に取 組 む。  

 

【事業の取組方針 】  

Ⅰ  プロジェクト  

１）中学生のスポ ーツ環境向 上 プロジェクト  

・これまでと同様 に  チャレンジクラブ の実施 、バ ド ミントン のファー

ストステップ講習 会 の実施、 中 学女子サッカー支 援プロジェ ク ト：

ＳＣ―ＳＴＥＲＮ との連携の 継 続  

２）「誰も が気軽にスポ ーツに親 しめる場づくり総 合推進事業 （ 学校体育

施設の有効活用推 進事業 ）」  

・教育委員会、市ス ポーツ振興 課 、地域関係者にも 会議に参加 し てもら

い、問題意識の共 有を進め 、  地域に広く広報を 行いクラブ の 取組みの

周知を図る。  

３）パラ種目体験 ・交流事業  

・「誰でもＪＯＩＮ 」を推進す る ため、関連団体と 連携して、 体 験会や

交流会の開催にむ けて取組 み 、 8 月 28 日（日）ブライン ドサッカ ー  

埼玉 T.Wings（調整中）、１月 15 日（日）車いすバ スケット ボ ー ル埼玉

ライオンズと連携 し実施して い く。  

 ４）見沼スポー ツパークプ ロ ジェクトの再開  

・ 2012 年に取組んだ見沼田んぼ公 有地の有効活用「 緑のスポー ツ 広場」

について、市のセ ントラルパ ー ク構想の進展を踏 まえて、取 組 みを再

開している。  
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Ⅱ  通常事業  

１）クラブメンバ ーシップを 育 み仲間づくり、社 会参加 を実 現 する。  

２）広報・ＰＲに 力を入れ る 。  

３）さいたま市内 の地域スポ ー ツクラブと連携し 、中学校部 活 動の地域

移行にむけた取組 みを始め る 。  

４）駒場体育館指 定管理事業 の 充実・指定管理の 継続にむけ た 取組み 、

地域事業を契機と して、地域 の ネットワークづく りを進め る 。  

・  指定管理者の契約 更新年度に な るため、継続契約 にむけて努 め る。  

５）スポーツ用品 リユースプ ロ ジェクト  

・  例年通りアジアア フリカと共 に 歩む会に協力する 。  

６）その他  

 ・彩の国ＳＣネ ットワーク の 事務局を継続す る 。  

 ・スポーツ推進 委員や少年 団 など地域のスポー ツ機関・組 織 との連携

を高める。  

 ・地域課題の解 決に取組む 団 体や機関との連携 も進め る。  

 ・にしにこフー ドパントリ ー への協力を継続 す る。  

 

７）プログラム  

・サッカー、テニ ス、フィッ ト ネス については例 年通り進め る 。  

・卓球は、  再開にむけて体制 構築を検討 す る。  

・  星空スポーツ広場 参加者 にク ラ ブ事業への参加を 促す 。  

・  スポーツ鬼ごっこ の家族参加 コ ースの充実を図 る 。  

 

以上のことについ て提案・説 明 が行われた。  

 

 

第四号議案  ２０ ２２年度予 算 (案 ) 

 資料に基づき、 小野崎理事 長 より 予算案の提案 があった。  

 

・昨年度の決算よ り今回は、 事 業が多い分額を多 く見積もっ て いる。  

・ toto の 248 万円とスポーツ庁 の 500 万円と会員増の 200 万円 を合計

して約 1000 万円の収入増である 。  

・ 80 万円ほどの黒字を見 込んで いる。  

 

 

以上の提案・説明 後、 第三号 議 案・ 第四号議案に ついて、 出 席 者全員の

賛成により承認を 得た。  
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第五号議案  役員 の補充と運 営 体制 について  

資料に基づき、小 野崎理事長 か ら提案・説明 があ った。  

  

退任理事及び新理 事、役員は 以 下のとおりとなり 、第 五号議 案 につい

て、出席者全員の 賛成により 承 認を得た。  

 

           （昨年度）  （今年度） 

退任理事 

木村 曜子  理事   →  退任 

     舟山 勝明  理事   →  退任 

新任理事 

    篠原香魚子  理事   →  新任 

     山根 啓嗣  理事   →  新任 

     飯高 一郎  理事   →  新任 

   

 

２０２２年度の役員体制 

■会長  

   塩野 潔 

■理事（任期 2021～2022 年） 

１  小野崎研郎 （サッカー 一般会員)   ／理事長 

２  梶谷千恵子 （テニス指導者）     ／副理事長 

３  小川  貴 （事務局長）       ／副理事長 

４  遠山  茂 （サッカー ＳＳ広場指導者）           

５  清水 恵二 （サッカー 一般会員） 

６  内村 久子 （テニス指導者） 

７  金木 貴子 （フィットネス指導者） 

８  篠原香魚子 （フィットネス指導者） 

９  飯高 一郎 （バドミントン指導者) 

10  山根 啓嗣 （スポーツ鬼ごっこ会員保護者) 

11  片倉  藍 （クラブマネジャー） 

 

■監事 

１  三戸 一嘉（前県体育協会副会長兼専務理事） 

２  柴崎 栄一（弁護士） 

 

 

 

以上をもって、全 ての議事を 終 了し散会した。  
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以上、この議事録が正確であるこ とを証します。  

 

令和４年６月１０ 日  

 

 

議     長                 印  

 

 

議事録署名人                 印  

 

 

議事録署名人                 印  


